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京都府立医科大学の教育理念

「単なる医療を施す医師、研究者の育成ではなく、
社会の指導者としての人材を輩出することが本学
の使命であると考えています。」

（本学HPより）



京都府立医科大学初期臨床研修の特徴

１．市中病院とのたすきがけにより
「プライマリ×高度医療」研修が可能

２．最大11ヶ月の選択科目期間(一部は1年目から研修可能)
３．研修医のニーズに合わせた救急研修

・新設「救急医療学講座」主導の研修
・選べる「二次救急or三次救急」

４．質量ともに豊富な指導医
・臨床教員213名＋専攻医(レジデント)228名
・メンター制度によるきめ細やかな指導



特徴１．市中病院とのたすきがけにより

「プライマリケア」と「高度医療」

どちらも研修できます。



本学プログラムのたすきがけ協力病院本学プログラムのたすきがけ協力病院

Ä 滋賀県内のたすきがけ病院
(1)大津市民病院（506床）
(2)近江八幡市立総合医療センター（407床）
(3)済生会滋賀県病院（393床）

Ä 京都府内のたすきがけ病院
(1)京都第一赤十字病院（745床）
(2)京都第二赤十字病院（680床）
(3)社会保険京都病院（322床）
(4)済生会京都府病院（350床）
(5)公立山城病院（321床）
(6)公立南丹病院（464床）
(7)綾部市立病院（206床）
(8)市立福知山市民病院（354床）
(9)府立与謝の海病院（295床）

Ä 大阪府内のたすきがけ病院

(1)大阪鉄道病院（320床）
(2)大阪府済生会吹田病院（500
床）

(3)松下記念病院（359床）

Ä 兵庫県内のたすきがけ病院

(1)社会保険神戸中央病院（424
床）

(2)明石市立市民病院（398床）



１　スタンダードプログラム（たすきがけ方式）の定員

Aコース Ｂコース Ｃコース

１年目：大学 １年目：たすき １年目：たすき

２年目：たすき ２年目：大学 ２年目：大学

京都第一赤十字病院 2 4

京都第二赤十字病院 2 3

社会保険京都病院 0 2

済生会京都府病院 0 3

公立山城病院 0 3

大津市民病院 1 2

近江八幡市立総合医療センター 1 5

済生会滋賀県病院 0 4

大阪鉄道病院 0 1

大阪府済生会吹田病院 1 2

松下記念病院 1 2

社会保険神戸中央病院 0 2

明石市立市民病院 0 1

公立南丹病院 1

綾部市立病院 1

福知山市立市民病院 2

府立与謝の海病院 1

8 34 5

プログラムの名称 病院名

小計

スタンダード
プログラム

プログラム毎の定員プログラム毎の定員（この人数は平成（この人数は平成2222年度の募集定員です。年度の募集定員です。2323年度は未定です。年度は未定です。))



２　大学２年間のプログラムの定員

プログラムの名称 病院名 現行

選択重点プログラム 12

周産期(小児科）重点プログラム 4

京都府立医科大学附属病院

備考

【御注意】
・１・２の定員は、あくまでも平成22年度
研修医の募集定員です。

・平成23年度の定員については、決定次第
本学卒後臨床研修センターのHP上でお知
らせします。



２．選択科目は最大11ヶ月研修できます。

なお、2年目に大学で研修するコースでは、

32の診療科と5つの部門から2ヶ月単位で

自由に組み合わせて選択できます。



～旧制度と平成２２年度以降のプログラムとの比較～

【旧プログラム】 【国の新プログラム】 【本学新プログラム】

年次 研修科目 月数 年次 研修科目 月数 年次 研修科目 月数

１
年
目

内科

1

１
年
目

内科

1

１
年
目

内科

1
2 2 2
3 3 3
4 4 4
5 5 5
6 6 6

外科

7
救急

7
救急Ａ

7
8 8 8
9 9 選択必修Ａ

(麻酔科)
9

救急 10 選択必修(※)
外科・麻酔科・

小児科・産婦人科・
精神神経科

10 10

麻酔科

11 11
選択科目Ｂ又は
選択必修C(※）

11

12 12 12

２
年
目

産婦人科
13

２
年
目

地域保健・医療 13

２
年
目

地域保健・医療 13
14

選択科目

14 救急B 14

小児科
15 15

選択科目

15

16 16 16

精神神経科 17 17 17
地域保健・医療 18 18 18

選択科目

19 19 19
20 20 20
21 21 21
22 22 22
23 23 23
24 24 24

※２科目を選んで研修しなければならな
い。

※外科・小児科・産婦人科・精神神経科
の中から１科目選択



大学病院での１年目ローテートの例

１a

１ｂ

１ｃ

１ｄ

１e

１ｆ

1g

1h

1i

1j

1k

1l 選択必修B
選択必修C
又は
選択科目

選択必修A(麻酔科） 救急Ａ

選択必修C
又は
選択科目

選択必修B 選択必修A(麻酔科） 救急Ａ

選択必修A(麻酔科） 救急Ａ 選択必修B
選択必修C
又は

選択科目

選択必修A(麻酔科） 救急Ａ
選択必修C
又は

選択科目
選択必修B

救急Ａ 選択必修B
選択必修C
又は
選択科目

選択必修A(麻酔科）

救急Ａ
選択必修C
又は
選択科目

選択必修B 選択必修A(麻酔科）

選択必修A(麻酔科） 救急Ａ

選択必修A(麻酔科） 救急Ａ

選択必修A(麻酔科） 救急Ａ 選択必修B
選択必修C
又は
選択科目

選択必修A(麻酔科）

選択必修A(麻酔科） 救急Ａ
選択必修C
又は
選択科目

選択必修B

2 3

救急Ａ
選択必修C
又は

選択科目
選択必修B 選択必修A(麻酔科）

内科

救急Ａ 選択必修B
選択必修C
又は

選択科目

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

内科

選択必修C
又は
選択科目

選択必修B

選択必修B
選択必修C
又は
選択科目

自分が回り
たい科から
研修するこ
とも可能

選択必修ＢとＣ
の期間を合わ
せて、２ヶ月間
同じ科目を選
択必修として
研修することも

可能



大学病院での２年目ローテートの例

１a       救急B・地域医療

１ｃ       救急B・地域医療

１ｄ       救急B・地域医療

1g       救急B・地域医療

1h       救急B・地域医療

1i       救急B・地域医療

2 38 9 10 11

選択科目

選択科目 選択科目

12 14 5 6 7

選択科目

選択科目 選択科目

選択科目

選択科目

選択科目

選択科目

選択科目選択科目

選択科目

選択科目

最初に必
修を済まし
て１０ヶ月
連続して好
きな診療
科を回る
のも可。

前半は就職
を考えている
診療科をいく
つか回ってみ
るのも可。



３．研修医のニーズに合わせた救急研修

・平成22年度に｢救急医療学講座｣が開講します。

・研修医のニーズ・レベルに合わせて、1年目

から救急協力病院を選んで研修できます。

・救急研修は、｢高度救命救急センター｣を含む

多彩な協力病院で研修可能です。



大学病院での救急研修大学病院での救急研修

学内研修：内科研修６ヶ月の間に救急当直も研修

学外研修：｢救急Ａ｣｢救急Ｂ/地域医療｣として各2ヶ月派遣

【「救急Ａ」派遣病院】

二次救急：京都九条病院、愛生会山科病院、

第二岡本総合病院、京都きづ川病院

大津市民病院（ＥＲおおつ）

三次救急：京都第一赤十字病院、京都第二赤十字病院

【「救急B/地域医療」派遣病院】

二次救急：公立南丹病院、綾部市立病院、

市立福知山市民病院、府立与謝の海病院

※「救急Ｂ/地域医療」は派遣先病院が宿舎を無償提供

たすきがけ病院での研修期間中については、各病院により内容が異なります。



４．質量ともに豊富な指導医

・平成21年4月1日現在で、

臨床系教員213名

専攻医(レジデント)228名

うち国基準の講習会受講修了者は78名

・メンター制度によるきめ細やかな指導



１．メンター制度

２．民間施設を利用した実技トレーニング

３．各科カンファレンス・研究会への研修医の自由参加

４．年間20回以上開催される病理解剖カンファレンス

(CPC)への自由参加

※３・４は、学内のローテート先を問わないだけでなく、
たすきがけ病院研修中も各自の希望に応じて参加可能と
しています。

豊富な指導医に支えられた
多彩なカンファレンス＆トレーニング



協力病院では勉強できない？協力病院では勉強できない？協力病院では勉強できない？

「京都府北部研修医ネットワーク」

Ä 府北部研修中の初期研修医が発案・企画し、自主運営

Ä 各北部病院の院長をはじめとする指導医の先生方も参

加して、各病院の現状発表や症例検討を行っています。

「京都府北部研修医ネットワーク」

Ä 府北部研修中の初期研修医が発案・企画し、自主運営

Ä 各北部病院の院長をはじめとする指導医の先生方も参

加して、各病院の現状発表や症例検討を行っています。

そんなことはありません！



直接指導医に言えない悩みもメンターに・・・。直接指導医に言えない悩みもメンターに・・・。

Ä 週１回Mentorに報告メール
（報告書添付）
Â 単なるメール交換も可

Ä １～２ヶ月に１回、Mentorと情
報交換会

Ä 週１回Mentorに報告メール
（報告書添付）
Â 単なるメール交換も可

Ä １～２ヶ月に１回、Mentorと情
報交換会

Ä 週１回のメールチェック

Ä 質問があれば回答

Ä １～２ヶ月に１回、研修医を集め
て情報交換

Ä ２ヶ月に１回のMentor会議で
情報交換

Ä 週１回のメールチェック

Ä 質問があれば回答

Ä １～２ヶ月に１回、研修医を集め
て情報交換

Ä ２ヶ月に１回のMentor会議で
情報交換

Mentee（研修医） Mentor



大学病院でのオリエンテーション（４月）大学病院でのオリエンテーション（４月）

グラム染色

ACLS

気管挿管



カンファレンス風景カンファレンス風景

・各科が開催するカンファレンスのほか、合同カンファレンスも年間を通じて多数開催。
・研究会、研修会への参加も認められているほか、国内外の学会で発表もされています。
・臨床研修の必修項目であるCPCについても、病理学教室が主催する全てのカンファレン
スへ研修医の参加が認められるようになりました。


